













































































Influence of cognitive-behavioral features 
of interpersonal rejection sensitivity on depressive mood
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博士論文要旨
過敏性の高次因子である「拒絶に対する恐れ」の高さを考
慮した場合には，拒絶を知覚した際のネガティブ気分は，
拒絶知覚の程度によらず，拒絶に対する恐れの高さによっ
て予測されることが示された。
　次に，第４章においては，拒絶過敏性が高い者の行動的
特徴について検討するため，友人同士のペア16組32名を対
象に，互いの短所をテーマとした会話による実験を実施し
た。相手からの拒絶を予期した際にそれを回避・阻止する
ために取られた会話中の行動（拒絶阻止の行動）を分類し，
各拒絶阻止の行動の生起頻度が気分および抑うつに与える
影響について検討を行なった。研究4-1において，拒絶を予
期した場面（短所に関する会話）で取った拒絶阻止の行動
を自由記述で尋ね，KJ法により分類した結果，会話を円滑
に進めるための一般的な配慮を表す非言語項目と，相手を
持ち上げ自分を低める発言を心がける言語的項目に整理さ
れた。続く研究4-2では，回帰分析によって，まず実験時の
対人ストレスが３カ月後の抑うつの変化に与える影響を示
した上で，続いて研究4-1にて挙げられた拒絶阻止の各行動
の頻度が会話前後の気分の変化や対人ストレスに与える影
響を検討した。その結果，拒絶予期がある状況において，
言語的項目のなかでも相手を持ち上げる発言や，自身に対
するネガティブな情報を積極的に肯定する発言が多い者ほ
ど，会話後に対人ストレスを感じていた。研究4-3において
は，拒絶過敏性の高次因子である「拒絶に対する回避的態
度」と，拒絶阻止の行動の頻度の関連，およびそれらが対
人ストレスに与える影響について検討した。群（回避的態
度高群，低群）を独立変数としたｔ検定および，ステップ
ワイズ法による重回帰分析の結果，拒絶に対する回避的態
度が高い者は，拒絶阻止の行動のなかでも研究4−2にて対
人ストレスに影響することが示された行動の頻度が多く，
対人ストレスを感じやすいことが示され，その結果として
３ヶ月後の抑うつが高まりやすい可能性が示唆された。な
お，拒絶に対する回避的態度の高低による，拒絶阻止の行
動の頻度や対人ストレスの差は，拒絶予期あり条件のみで
認められた。
　第５章においては，本研究から得られた知見に基づき，
総括的な考察が行われた。第1節では，まず本研究の結果お
よび得られた知見が整理された。これらの結果を踏まえて，
（1）抑うつに関連する対人ストレスの拒絶過敏性の観点か
らの理解，（2）認知行動的観点からの拒絶過敏性の再理解，
（3）拒絶過敏性を脆弱性要因に据えたストレス生成モデル
の観点を取り入れた抑うつの再理解，（4）拒絶過敏性の認
知行動的特徴の再理解に基づいた抑うつの心理的援助の示
唆，（5）拒絶過敏性に焦点を当てた抑うつの予防的アプロー
チの可能性，について論じられた。本研究の特徴は，拒絶
過敏性を機能の異なる二つの水準で捉え直した点である。
一つ目は，ストレッサーの増幅にかかわる，状況に対応し
た認知や行動であり，二つ目は，ストレッサーの生成にか
かわる，特性的な認知や行動である。両者を併せて理解す
ることで，扱うべき状況を予測し，予防的な対応が可能に
なると考えられる。一連の研究から，拒絶過敏性の特徴の
なかでも物事の判断基準が自己の外（相手）にある傾向の，
対人ストレスや抑うつへの影響が示唆された。自身の行動
について自分で決断し，その評価についても行動の結果（相
手の反応）に依る判断ではなく自己強化できること，つま
り自身の中に軸を持つことが重要と考えられる。最後に，
第２節では，本研究の限界点を踏まえた今後の展望が述べ
られた。
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